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　碧水の国道交差点（旧セブンイレブン跡地）に、「碧

水地域支え合いセンター」が完成し、４月４日にオー

プンを迎えました。

　同センターでは、地域の憩いの場、交流の場となる

活動拠点のほか、健康を維持する活動として、介護予

防事業「地域まるごと元気アッププログラム（まる元）」

や健康栄養相談等を実施致します。

　当日は、関係者によるテープカット、碧水地域支え

合いの会（山本保雄会長）主催による「餅まき」が実

施された後、集まった町民の皆様による施設見学が行

われました。

　本町の交通安全指導員としてご尽力頂いた和東町町

内会の岩本利男さん、一ノ瀬重光さん、美葉牛町内会

の三崎正義さんが勇退されました。

　岩本利男さんは昭和５７年から３５年間、三崎正義

さんは昭和６２年から３０年間、一ノ瀬重光さんは平

成１５年から１４年間、北竜町の交通安全の推進及び

交通事故防止にご尽力いただきました。

　長年にわたる功績と今日までのご苦労に深く感謝の

意を表し、３月３１日に町長より感謝状と記念品が贈

呈されました。なお、一ノ瀬さんは当日都合により欠

席されたため後日贈呈されました。

　３月２３日、北竜町と北海道新聞北竜販売所【有馬

販売所（有馬昌志さん経営）】【佐崎販売所（佐崎謙次

さん経営）】において、「高齢者等の地域見守り活動に

関する協定」を締結いたしました。

　本協定は、朝・夕刊の配達時において、配達員が異

変等を発見した場合、救急車や警察等へ連絡を行うも

ので、重大な事故等の未然防止、早期発見が期待され

ます。

「碧水地域支え合いセンター」

がオープン

交通安全指導員 岩本利男さん、
三崎正義さん、一ノ瀬重光さんへ
感謝状進呈

北海道新聞北竜販売所と
「高齢者等の地域見守り活動に
関する協定」を締結
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　４月１０日、町長と北竜ひまわりライス生産組合が

高橋はるみ知事を表敬訪問し、第４６回日本農業賞大

賞の受賞報告と特産品のＰＲを行いました。

　安全・安心な「ひまわりライス」の生産活動やご当地

ヒーローによるＰＲ等の、町一丸となった取り組みを

紹介し、受賞の喜びをお伝えしました。高橋知事からは、

お祝いの言葉と、これからも安全・安心な「ひまわり

ライス」を全国に届けてほしいとエールが送られました。

　入学シーズンを迎えた４月、和保育所で５日に入園

式が、真竜小学校と北竜中学校では６日に入学式が行

われました。

　保育所には１１名が入園、小学校には５名、中学校

には９名が入学。児童生徒らは校長先生や来賓の方々

から祝辞を頂き、期待を胸にそれぞれ新年度をスター

トさせました。

高橋はるみ道知事に

日本農業賞大賞受賞を報告

和保育所入園式

真竜小学校・北竜中学校入学式

和保育所 入園式

真竜小学校 入学式

北竜中学校 入学式 北竜中学校 新一年生

真竜小学校 新一年生
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議会広報委員会Ｎｏ．３１１

　

３
月
７
日
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
定
例
会
で
は
、
４
名
の
議
員
か
ら

４
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

松
永
議
員

 

町
の
重
要
案
件
に
つ
い
て

松
永
議
員

　

本
町
で
は
昨
年
か
ら
今
年
に
か

け
大
き
な
事
業
が
多
数
あ
り
、
新

聞
紙
面
で
目
に
す
る
機
会
が
多
い

３
件
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
北
竜
温

泉
に
つ
い
て

　

今
後
、
温
泉
の
指
定
管
理
委
託

費
の
減
額
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

改
装
後
の
売
店
は
照
明
が
暗
く
利

用
者
か
ら
不
評
と
聞
く
が
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。

大
規
模
改
修
工
事
を
２
年
間
で
行

う
が
、
町
民
に
対
し
て
の
そ
の
内

容
・
予
定
の
周
知
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

②
ひ
ま
わ
り
油
に
つ
い
て

　

日
清
オ
イ
リ
オ
と
当
町
が
一
体

で
地
域
創
生
加
速
化
交
付
金
を
使

用
し
事
業
を
推
進
し
て
い
る
が
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
講
演
料
や

関
連
す
る
経
費
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

③
商
業
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

建
設
費
が
約
３
億
７
千
万
円
、
そ

の
内
１
億
７
千
万
円
、
国
の
補
助

金
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
不
採
択

の
時
は
町
費
単
独
で
も
行
う
の
か

再
度
確
認
し
た
い
。
ま
た
、
住
民

説
明
会(
３
か
所)

の
前
に
議
会

に
お
い
て
説
明
す
べ
き
重
要
案
件

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

①
温
泉
の
指
定
管
理
委
託
料
に
つ

い
て
は
、こ
こ
数
年
の
経
営
努
力
・

経
費
削
減
・
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
収
入
な
ど
に
よ
り
黒
字
経
営
と

な
っ
て
お
り
、
改
修
後
は
売
上
げ

が
２
～
３
割
程
度
増
加
す
る
と
予

測
し
て
お
り
、
安
定
的
な
利
益
余

剰
金
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
委
託

料
の
減
額
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
売
店
に
つ
い
て
は
、「
燦

燦
ひ
ま
わ
り
油
」
発
売
に
併
せ
て

改
修
を
行
い
、
観
光
客
に
対
し
北

竜
町
の
肥
沃
な
大
地
と
力
強
さ
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
地
元
産
品
へ
の
高

級
感
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
い
る
。
私
自
身
、
不
評

は
聞
い
て
い
な
い
が
、
今
後
は
、

展
示
方
法
の
工
夫
や
品
揃
え
を
見

直
し
な
が
ら
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
販

売
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
い
き
た
い
。

次
に
、
温
泉
の
大
規
模
改
修
の
概

要
で
あ
る
が
、
行
政
懇
談
会
や
３

月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
。

②
総
務
省
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
曽
根
原
久
司
氏
に
つ
い
て

は
、
交
通
費
込
み
で
１
回
23
万
８

千
円
の
謝
礼
以
外
支
払
っ
て
い
な

い
。

③
商
業
活
性
化
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
金
の
採
択

を
視
野
に
進
め
て
い
る
が
、
本
年

12
月
上
旬
の
開
店
を
目
指
し
、
交

付
の
目
途
が
立
た
な
か
っ
た
場
合

で
も
町
単
独
事
業
と
し
て
進
め

る
。
ま
た
、
本
事
業
の
推
進
に
あ

た
り
、
議
会
で
の
説
明
後
、
大
き

な
変
更
点
が
な
か
っ
た
の
で
住
民

説
明
会
を
開
催
し
町
民
の
理
解
を

得
た
と
考
え
て
い
る
。

松
永
議
員

　

温
泉
の
経
営
が
黒
字
と
言
わ
れ

た
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

扱
い
に
よ
り
変
動
が
大
き
く
実
際

は
厳
し
い
状
況
だ
と
思
う
。
ま

た
、
改
修
中
は
休
館
と
な
る
の
で

役
員
・
従
業
員
を
研
修
等
に
派
遣

し
て
は
ど
う
か
。
そ
れ
と
従
業
員

不
足
の
中
、
宿
泊
部
屋
を
増
室
す

る
の
は
何
故
か
。

　

ひ
ま
わ
り
油
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
資
料
の
中
で
２
８
５
万
６
千

円
の
謝
礼
金
と
記
載
が
あ
る
が
内

容
は
。

佐
野
町
長

　

温
泉
の
売
上
は
道
内
の
気
象
災

害
の
影
響
も
あ
り
平
成
27
年
よ
り

減
少
し
て
い
る
の
が
現
実
。
休
館

中
の
職
員
の
研
修
は
実
施
し
た

い
。
ま
た
、
宿
泊
部
屋
の
増
室
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
４
人
部
屋

で
対
応
し
て
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
客
へ

の
対
応
策
と
し
て
シ
ン
グ
ル
ル
ー
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ム
を
２
部
屋
増
室
し
宿
泊
者
数
増

加
・
効
率
化
を
図
り
た
い
。

高
橋
企
画
振
興
課
長

　

12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
休
館
中

の
公
社
職
員
の
研
修
を
、
札
幌
市

に
あ
る
中
小
企
業
の
学
校
で
３
～

７
日
間
の
期
間
で
実
施
す
る
。
そ

の
中
で
管
理
職
や
接
遇
の
研
修
を

行
う
。
他
に
、
外
国
語
指
導
助

手
に
よ
る
英
会
話
教
室
も
行
い
、

年
々
増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
に

も
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
洋
室
の

増
室
に
つ
い
て
は
、
繁
忙
期
の
部

屋
室
の
確
保
と
閑
散
期
に
お
け
る

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ザ
の
取
り
込
み
を

図
る
た
め
で
あ
る
。

　

曽
根
原
氏
の
謝
礼
は
１
回
23
万

８
千
円
で
年
間
12
回
の
２
８
５
万

６
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

松
永
議
員

　

今
後
こ
の
よ
う
な
重
要
案
件
に

つ
い
て
は
、
町
長
を
始
め
課
長
・

課
長
補
佐
等
と
の
縦
横
の
連
絡
を

密
に
し
、
情
報
・
内
容
の
共
有
に

努
め
ら
れ
る
事
を
要
望
す
る
。

藤
井
議
員

 

和
保
育
所
の

　
　
　 

移
転
に
つ
い
て

藤
井
議
員

　

昨
年
11
月
22
日
の
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
和
保
育
所
の
現
状
に

つ
い
て
、
説
明
を
受
け
た
。
そ
の

説
明
の
中
で
、
平
成
30
年
に
和
保

育
所
の
移
転
計
画
が
あ
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。
平
成
29
年
度
予
算

に
土
地
購
入
費
、
千
３
百
56
万
４

千
円
、
保
育
所
工
事
費
、
３
千
24

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
移

転
場
所
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

和
保
育
所
は
昭
和
39
年
に
設
立

さ
れ
、
現
寺
垣
園
長
に
53
年
間
、

今
日
ま
で
勤
め
て
頂
い
て
い
る
。

昨
年
末
に
高
齢
に
よ
る
体
力
衰
退

と
保
育
所
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

園
長
辞
退
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　

和
保
育
所
は
無
認
可
の
保
育
所

と
し
て
永
年
、
地
域
に
根
付
き
、

親
し
ま
れ
、
子
供
達
の
健
全
な
保

育
を
実
施
し
て
き
た
。
認
可
保
育

所
で
は
な
い
が
、
そ
の
時
代
に
即

し
た
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
、
可
能
な
限
り
の
保
育
所
運
営

を
行
い
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
、

今
後
予
定
し
て
い
る
新
保
育
所
に

つ
い
て
も
「
無
認
可
保
育
所
」
で

建
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

建
設
場
所
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
和
地
区
に
お
い
て
、
保
育
所

と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
グ
ラ

ン
ド
、
遊
具
施
設
、
駐
車
場
等
の

確
保
が
で
き
る
場
所
が
必
要
と
な

る
。
現
在
の
土
地
利
用
状
況
を
見

な
が
ら
建
設
場
所
に
つ
い
て
協
議
、

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
桜
岡
の
国

道
沿
い
の
土
地
を
建
設
予
定
地
と

し
て
い
る
。　
　
　

　

な
お
、
新
た
な
保
育
所
の
運
営

に
つ
い
て
協
議
に
時
間
を
要
す
る

こ
と
等
か
ら
、
新
保
育
所
建
設
は

平
成
31
年
度
と
し
、
平
成
29
年
度

に
お
い
て
は
、
土
地
の
取
得
費
と

土
地
の
一
部
に
盛
土
工
事
を
行
い
、

平
成
30
年
度
に
保
育
所
の
実
施
設

計
及
び
残
り
の
土
地
の
盛
土
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
に
係
る
経
費
に
つ

い
て
は
、
新
年
度
予
算
を
計
上
し

て
い
る
の
で
、
宜
し
く
ご
審
議
の

程
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

藤
井
議
員

　

土
地
取
得
と
盛
土
で
、
４
千
４

百
万
円
程
度
掛
か
る
と
い
う
事
だ

が
、
和
保
育
所
の
移
転
場
所
を
私

は
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
南

側
に
建
設
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

る
。
駐
車
場
以
外
の
面
積
は
現
況

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
土
地
の
購
入

費
用
も
抑
え
ら
れ
、
小
学
校
の
グ

ラ
ン
ド
等
既
存
の
施
設
が
活
用
で

き
、
駐
車
場
に
つ
い
て
も
既
存
駐

車
場
の
利
用
が
可
能
と
考
え
る
。

ま
た
、
国
道
か
ら
も
、
適
度
な
距

離
が
あ
り
、
安
全
性
も
確
保
さ
れ

る
。
送
迎
時
に
お
い
て
も
充
分
な

待
機
場
所
が
あ
り
、
小
学
生
父
兄

に
も
利
便
性
が
高
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
除
排
雪
に
つ
い
て
も
、
建

設
位
置
で
充
分
に
対
応
で
き
る
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
見
解
か

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

中
村
住
民
課
長

　

現
況
の
保
育
所
の
建
物
面
積
は

５
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
当
初
、
建

設
し
た
段
階
で
は
制
度
が
無
か
っ

た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
平

成
13
年
度
よ
り
設
置
し
、
保
育
所

内
に
併
設
し
て
お
り
非
常
に
手
狭

で
あ
る
。
ま
た
、
保
育
期
間
が
伸

び
た
こ
と
に
よ
り
、
園
児
数
が
増

加
し
て
い
る
。
新
保
育
所
に
つ
い

て
は
、
実
施
設
計
が
ま
だ
策
定
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
お
答

え
出
来
な
い
。

竹
内
副
町
長

　

既
存
施
設
の
有
効
利
用
を
考
慮

し
て
、
改
善
セ
ン
タ
ー
の
隣
接
地

を
提
案
さ
れ
た
が
、
除
排
雪
の
問

題
、
公
共
駐
車
場
で
あ
る
が
故
の

心
配
等
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

新
し
く
考
え
て
い
る
の
が
、
保

育
所
と
併
せ
て
遊
歩
道
や
芝
生
の

整
備
を
行
い
、
農
村
公
園
的
な
施

設
と
し
て
行
い
た
い
。

藤
井
議
員

　

除
排
雪
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ
て

い
た
が
、
建
設
位
置
を
検
討
す
る

事
で
解
消
さ
れ
な
い
か
？

　

用
地
取
得
と
盛
土
工
事
で
４
千

４
百
万
円
の
経
費
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
が
、
次
年
度
以
降
に
盛
土
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す
る
工
事
費
は
ど
の
程
度
見
込
ん

で
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

　

ま
た
、
申
し
上
げ
て
い
る
改
善

セ
ン
タ
ー
の
南
側
の
ス
ペ
ー
ス
は

現
在
の
保
育
所
の
建
設
部
分
よ
り

か
な
り
広
い
の
で
対
応
出
来
る
と

思
う
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

竹
内
副
町
長

　

改
善
セ
ン
タ
ー
の
屋
根
雪
に
よ

り
、
危
険
が
伴
う
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
屋
根
雪
対
策
を
考
え
る
と
建

物
を
建
て
る
区
域
は
自
ず
と
限
ら

れ
て
く
る
。

中
村
住
民
課
長

　

30
年
度
は
実
施
設
計
を
す
る
の

で
、
そ
の
費
用
が
掛
か
る
。
今
回

購
入
す
る
土
地
の
面
積
は
１
万
３

千
７
百
18
平
方
メ
ー
ト
ル
、
そ
の

う
ち
今
回
の
盛
土
面
積
は
５
千
４

百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
残
り
に
つ
い

て
は
未
定
だ
が
、
若
干
の
盛
土
が

あ
る
と
思
う
。
31
年
度
に
つ
い
て

は
建
設
工
事
が
行
わ
れ
る
。
32
年

度
に
は
既
存
の
保
育
所
の
解
体
工

事
が
行
わ
れ
る
。
費
用
に
つ
い
て

は
現
段
階
で
は
未
定
で
あ
る
。

佐
野
町
長

　

保
育
所
の
建
設
地
に
つ
い
て
は

安
全
管
理
を
考
え
て
、
検
討
し
た

わ
け
だ
が
、
今
後
融
雪
時
に
他
の

土
地
も
含
め
再
度
検
討
し
、
ま
た
、

費
用
に
つ
い
て
も
再
度
、
検
討
し

た
い
。

小
松
議
員

 

農
業
者
以
外
の
農
業
委
員
の

           

役
割
に
つ
い
て

小
松
議
員

　

今
年
度
７
月
、
農
業
委
員
任
期

満
了
に
よ
り
改
選
が
行
わ
れ
る
。

選
任
方
法
の
変
更
、
定
数
も
10
人

か
ら
11
人
に
増
員
と
な
っ
た
。
こ

の
１
名
増
は
国
の
制
度
変
更
も
あ

っ
て
、
農
業
者
以
外
の
農
業
委
員

の
選
任
が
定
め
ら
れ
た
。
町
と
し

て
こ
の
農
業
委
員
に
何
を
期
待
す

る
の
か
、
ど
ん
な
役
割
を
担
っ
て

も
ら
う
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

佐
野
町
長

　

平
成
27
年
９
月
４
日
に
公
布
さ

れ
た
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
」
の
改
正
法
が
、
本
年
７
月

か
ら
新
た
に
就
任
す
る
農
業
委
員

か
ら
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
委
員
は

担
当
す
る
営
農
組
合
の
地
域
を
有

し
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
農
業
関

係
に
精
通
し
た
豊
富
な
知
識
と
経

験
の
蓄
積
に
よ
り
、
全
域
的
な
活

動
と
11
人
の
委
員
全
員
に
よ
る
、

よ
り
よ
い
農
業
委
員
会
活
動
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
る
。

小
松
議
員

　

北
竜
町
農
業
委
員
会
に
は
、
平

成
２
年
に
「
北
竜
町
農
業
委
員
憲

章
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

中
に
「
農
業
委
員
会
は
、
産
業
と

し
て
の
農
業
を
確
立
安
定
す
る
た

め
、
担
い
手
の
育
成
と
後
継
者
の

確
保
に
努
め
ま
す
。」
と
あ
る
。

私
は
今
回
１
名
増
と
な
る
農
業
委

員
に
は
是
非
担
い
手
対
策
専
門
委

員
と
し
て
活
躍
頂
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
職
業
と
し
て
の
農
業
の

魅
力
を
あ
ら
た
め
て
内
外
に
発
信

し
て
担
い
手
を
確
保
す
る
。
大
変

な
仕
事
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

他
の
農
業
委
員
の
協
力
も
頂
き
な

が
ら
活
躍
し
て
ほ
し
い
。

橋
本
農
業
委
員
会
長

　

改
選
後
、
７
月
20
日
よ
り
就
任

さ
れ
る
中
立
農
業
委
員
は
、
農
業

者
以
外
で
あ
っ
て
、
農
業
者
と
利

害
関
係
が
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。

こ
の
事
は
、
こ
の
後
起
こ
る
で
あ

ろ
う
企
業
の
農
業
参
入
、
農
地
の

転
用
許
可
の
柔
軟
性
を
求
め
た
考

え
方
で
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と

思
う
。
農
業
委
員
会
と
し
て
中
立

委
員
に
何
を
期
待
す
る
か
に
つ
い

て
は
、
地
域
活
動
を
す
る
農
業
委

員
も
含
め
て
担
い
手
の
確
保
に
関

す
る
活
動
が
必
要
だ
と
思
う
。
現

状
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
は
早

晩
限
界
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
今

後
農
地
の
利
用
集
積
を
円
滑
に
進

め
る
為
に
は
、
多
様
性
と
魅
力
あ

る
地
域
農
業
を
振
興
発
展
さ
せ
る

為
の
担
い
手
確
保
は
必
須
で
あ
る
。

親
元
就
農
、
新
規
就
農
、
各
制
度

を
利
用
し
て
支
援
、
育
成
が
必
要

で
あ
る
し
、
さ
ら
に
農
業
生
産
法

人
の
設
立
支
援
に
よ
る
担
い
手
の

確
保
育
成
も
急
務
と
考
え
て
い
る
。

農
業
者
の
老
後
を
支
え
る
為
の
農

業
者
年
金
の
加
入
推
進
も
積
極
的

に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中

立
農
業
委
員
に
は
、
そ
れ
ら
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
長
年
培
っ
た

知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
共
に
活

動
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

佐
光
議
員

 

冬
期
間
を
快
適
に
過
ご
す

　 

　
除
雪
対
策
に
つ
い
て

佐
光
議
員

　

本
町
に
お
け
る
高
齢
者
人
口
は

８
４
６
人
・
高
齢
化
比
率
約
43
％

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た

方
々
の
最
大
の
悩
み
は
、
冬
期
間

の
除
雪
対
策
で
あ
る
。
当
地
域
に

い
る
以
上
、
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ

り
又
高
齢
社
会
を
い
か
に
快
適
に

過
ご
す
か
が
北
国
に
お
け
る
最
大

の
課
題
で
も
あ
る
。
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例
え
ば
、
支
援
策
と
し
て
助
成

金
の
支
給
、
町
内
建
設
業
者
、
除

雪
機
を
持
つ
個
人
事
業
者
、
更
に

シ
ル
バ
ー
、
除
雪
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
除
雪
相
談
等
の
支
援
の
他
、「
除

雪
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
り
住

民
か
ら
の
除
雪
相
談
に
応
じ
て
民

間
業
者
等
の
紹
介
や
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　

効
果
と
し
て
本
町
は
、
冬
期
間

で
も
安
全
、
安
心
で
快
適
な
生
活

が
で
き
る
町
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、
移
住
者
の
受

け
入
れ
、
転
出
防
止
、
公
住
、
老

住
の
供
給
不
足
の
解
消
、
さ
ら
に

冬
季
雇
用
の
場
が
創
設
、
事
故
防

止
も
図
ら
れ
る
。
冬
で
も
、
ど
の

町
に
も
勝
る
快
適
な
町
づ
く
り
を

目
指
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
町
長

の
見
解
を
伺
う
。

佐
野
町
長

　

本
町
で
は
、
現
在
２
つ
の
除
雪

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
１

つ
目
は
、
社
協
へ
の
委
託
事
業
と

し
て
、
虚
弱
老
人
、
重
度
障
害
者

世
帯
を
対
象
に
高
齢
者
事
業
団
が

30
分
２
５
０
円
で
実
施
す
る
除
雪

制
度
。

　

２
つ
目
は
低
所
得
の
障
害
者
・

虚
弱
老
人
世
帯
を
対
象
に
４
万
円

を
限
度
に
除
雪
費
の
一
部
を
助
成

す
る
「
高
齢
者
世
帯
等
除
雪
費
助

成
事
業
」
で
あ
る
。

　

又
、
社
協
で
も
「
除
雪
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
と
し
て
、
80
歳
以
上
の

高
齢
世
帯
に
対
す
る
除
雪
を
実
施

し
て
い
る
。

　

対
象
者
等
に
は
、
広
報
や
民
生

委
員
を
通
じ
て
周
知
し
住
民
課
、

社
協
で
相
談
に
応
じ
て
業
者
の
斡

旋
を
行
っ
て
い
る
。

　

冬
場
の
除
雪
対
策
は
、
長
年
の

課
題
で
あ
り
、
過
去
に
お
い
て
も

検
討
を
行
っ
て
き
た
経
過
が
有
り
、

近
隣
の
自
治
体
に
お
け
る
除
雪
サ

ー
ビ
ス
等
の
在
り
方
を
参
考
に
し
、

今
日
の
冬
期
間
に
お
け
る
安
全
安

心
な
生
活
の
支
援
に
繋
が
っ
て
い

る
も
の
と
思
う
。

　

本
町
の
「
除
雪
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
現

状
の
体
制
（
住
民
課
・
社
協
）
で

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
24
年
に
私
が
町
長
に
な
っ

て
か
ら
取
り
入
れ
た
支
援
策
と
し

て
市
街
地
の
歩
道
除
雪
等
が
有
る

が
、
超
高
齢
社
会
に
と
っ
て
厳
し

い
冬
の
生
活
は
大
変
な
だ
け
に
、

現
状
よ
り
更
に
良
い
方
策
が
な
い

か
前
向
き
に
検
討
し
て
参
り
た
い
。

佐
光
議
員

　

現
状
の
福
祉
中
心
の
対
策
は
、

理
解
で
き
る
し
、
他
の
町
も
行
っ

て
い
る
。
今
町
民
に
と
っ
て
冬
の

除
雪
対
策
が
大
き
な
隘
路
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
市
街
地
に
お
い
て

は
、
排
雪
場
所
が
な
く
除
雪
機
も

所
有
し
て
い
な
い
等
苦
労
し
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
住
民
の
苦
し
み

を
解
消
す
る
こ
と
が
行
政
の
役
割

で
あ
り
住
民
の
願
い
で
も
あ
る
と

思
う
。

　

ま
た
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

福
祉
の
担
当
課
だ
け
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
深
川
市
で
は
、「
人
口

減
少
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
」

と
称
し
、
建
設
課
、
住
民
課
、
振

興
公
社
で
「
除
雪
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
対
応
し
て
い

る
。
今
後
の
体
制
を
含
め
再
度
見

解
を
伺
う
。

佐
野
町
長

　

除
雪
対
策
は
、
福
祉
面
だ
け
で

な
く
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
支
援

策
を
講
じ
て
い
る
の
で
町
民
に
伝

わ
る
よ
う
広
報
し
た
い
。
ど
の
よ

う
な
方
法
が
良
い
か
先
進
地
の
事

例
を
含
め
再
度
検
討
し
た
い
。
体

制
に
つ
い
て
も
福
祉
だ
け
で
な
く

建
設
、
企
画
等
横
の
連
携
を
図
り

た
い
。「
快
適
な
生
活
が
で
き
る

付
税
に
算
入
さ
れ
、
残
り
30
％
を

町
か
個
人
負
担
と
す
れ
ば
良
い
の

で
多
く
の
町
民
を
対
象
に
出
来
る

と
思
う
。
是
非
前
向
き
に
更
な
る

検
討
を
期
待
す
る
。

町
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
で

き
る
よ
う
努
力
検
討
し
た
い
。

佐
光
議
員

　

財
源
に
つ
い
て
は
、
過
疎
債
ソ

フ
ト
の
対
象
と
な
り
70
％
地
方
交

　

３
月
19
日
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て

日
本
農
業
賞
（
集
団
組
織
の
部
）

大
賞
受
賞
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。

永
年
の
北
竜
の
米
生
産
者
の
努
力

が
報
わ
れ
る
結
果
と
な
り
大
変
喜

ば
し
い
事
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ

の
ご
苦
労
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
出
席
を
頂
い

た
来
賓
の
中
に
、
ひ
ま
わ
り
ラ
イ

ス
生
産
組
合
発
足
当
時
か
ら
生
産

技
術
指
導
を
担
っ
て
頂
い
た
、
今

野
一
男
氏
、
國
廣
泰
史
氏
、
竹
田

秀
人
氏
、
藤
原
公
平
氏
、
我
が
事

の
様
に
喜
ん
で
頂
き
、
当
時
の
苦

労
話
で
大
変
懐
か
し
く
懇
談
さ
せ

て
頂
い
た
。
更
に
元
支
所
長
の
滝

上
和
昭
氏
の
壮
絶
な
取
り
組
み
、

彼
等
５
人
の
熱
血
指
導
が
な
け
れ

ば
、
こ
の
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
改
め
て
感
謝

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

農
業
開
発
公
社
理
事
長
の
竹
林

氏
か
ら
は
、
北
竜
町
の
人
は
こ
の

と
ん
で
も
な
い
賞
を
良
く
理
解
し

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
天
皇

賞
は
、
こ
の
大
賞
を
取
っ
て
初
め

て
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
と
い
う
事

で
あ
り
、
ま
だ
次
の
段
階
の
可
能

性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
ら

れ
た
。

　

小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦
、
こ

れ
に
満
足
せ
ず
に
更
な
る
発
展
を

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
小
松　

正
美
）
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ようこそ北竜へ
この春から北竜町で

働く事になった方々をご紹介します。 ＪＡきたそらち北竜支所
                たきや よしこ

金融共済課主査 滝谷 佳子さん

ＪＡきたそらち北竜支所
             あべ りゅうや

資材課 阿部 龍弥さん

真竜小学校
      はやし かずのぶ

林　和伸 校長

真竜小学校
      おざき  まき

尾崎 真紀 教諭

真竜小学校
     うえまつ よしひと

植松 寿仁 教諭

真竜小学校
     ゆたに  みほこ

湯谷 美穂子 教諭

真竜小学校
      いわくら すみえ

岩倉 澄恵 教諭

真竜小学校 事務職員
     かのう としひこ

加納 登志彦 さん

北竜中学校
      すずき としゆき

鈴木 敏之 教諭

北竜中学校
      つじ  まりな

辻 真里奈 教諭

北竜中学校 事務職員
      いわな けいた

岩名 啓太 さん

北空知信用金庫北竜支店
             かとう ゆうぞう

支店長　加藤 雄三さん

北竜町役場　住民課
      おかじま ゆうき

岡嶋 佑樹 さん

北竜町役場　住民課
     はんざわ みつあき

半澤 光明 さん

永楽園　介護員
      きし   ふみか

岸　 郁香 さん

永楽園　介護員
      まえかわ ゆうだい

前川 雄大 さん

サンフラワーパーク北竜温泉
     みなみ  けんた

南　 健太 さん

サンフラワーパーク北竜温泉
       たかい ちさと

高井 千里 さん
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 畜犬登録と
　　 狂犬病予防注射

　生後９１日以上の犬を所有されている方は、畜犬登録が必要です。また、狂犬病予防注射を毎

年１回受けなければなりません。町では、本年度も下表のとおり狂犬病予防注射の集合接種を実

施しますので、最寄りの会場で予防注射をお受けください。

　なお未登録の犬を所有されている方は、住民課窓口で事前に登録申請するか、予防注射の会場

で申し出てください。

月日 時間 場所

5月
16日
（火）
午前

9:00～9:15 美葉牛研修センター前
9:25～9:40 岩村コミセン前
9:45～9:50 碧水コミセン前
9:55～10:05 古作会館前
10:20～10:30 旧中の岱会館前
10:35～10:45 塩見建設（株）横
10:50～11:05 西川コミセン前
11:10～11:15 澤田隆司宅前
11:20～11:25 西山治男宅前
11:35～11:50 板谷コミセン前

月日 時間 場所

5月
16日
（火）
午後

13:10～13:15 宮井敏光宅前
13:20～13:30 老人憩いの家前
13:35～13:55 和コミセン前
14:05～14:10 田中扶宅前
14:15～14:20 宮島利春宅前
14:25～14:45 三谷コミセン前
14:55～15:00 旧瑞穂会館前
15:10～15:25 法光寺前
15:30～15:50 農村環境改善センター前

■登録料　１頭　３，０００円

問い合わせ先：住民課町民生活係　℡３４－２１１１

■予防注射料（注射済票含む）１頭　３，１１０円

国民年金保険料は
　　前納支払いがお得です!!

　平成２９年度の国民年金保険料は、１ヶ月１６，４９０円です。

　この保険料をまとめて現金払いする事により割引があります。また、口座振替の場合は、当

月分をその月の末日までに支払う【早割】や６ヵ月・１年・２年前納などの割引制度があります。

●問い合わせ先　住民課戸籍年金係　℡３４－２１１１
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今
月
の
行
政
相
談

心
配
ご
と
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
が

変
わ
り
ま
し
た

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
又
は
要
望
や
意
見
な
ど

を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

５
月
16
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　
　

℡
３
４
・
２
６
１
１

　

深
川
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の

健
康
に
つ
い
て
専
門
の
医
師
に
よ

る
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

予
約
が
必
要
と
な
り
、
相
談
日
の

３
日
前
午
前
中
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

　

こ
こ
ろ
の
相
談
、
思
春
期
相
談

相
談
日

■
平
成
29
年

５
月
18
日(

木)

、
６
月
16
日(

金)

、

８
月
24
日(

木)

、
９
月
22
日(

金)

、

11
月
16
日(

木)

、
12
月
22
日(

金)

■
平
成
30
年

２
月
15
日(

木)

、
３
月
16
日(

金)

相
談
時
間

　

５
、
８
、
11
、
２
月
は

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
16
時

　

６
、
９
、
12
、
３
月
は

　
　
　
　

午
後
２
時
～
16
時
30
分

場
所　

深
川
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先

　

深
川
保
健
所

　

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

　

℡
２
２
・
１
４
２
１

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

5/3
（水）

深川市立病院
℡ 22-1101

Ｅデンタルクリニック
℡ 0125-24-9469

5/4
（木）

深川市立病院
℡ 22-1101

杉村歯科医院
℡ 22-2323

5/5
（金）

深川市立病院
℡ 22-1101

多比良歯科医院
℡ 0125-54-3510

5/7
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

さいとう歯科
℡ 0125-77-2088

5/14
（日）

深川市立病院
(担当医・成田医院 院長　成田 昭彦）

℡ 22-1101

西田歯科医院
℡ 22-2757

5/21
（日）

深川市立病院
(担当医・深川市立納内診療所
　　　　　　 院長　大坂 康博）

℡ 22-1101

伊東歯科医院
℡ 23-5501

5/28
（日）

深川市立病院
(担当医・代田 剛）

℡ 22-1101

森歯科医院
℡ 0125-52-2789

休　日　当　番　医

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日(
木)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

　

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

辻
委
員
・
西
野
委
員

　

人
権
擁
護
委
員

　
　

澤
田
委
員

　

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

ご
尽
力
頂
い
た
和
町
内
会
の
小
野 

敏
さ
ん
が
任
期
満
了
に
伴
い
、
勇

退
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
さ
ん
は
、
農
業
に
従
事
し

な
が
ら
、
法
務
局
の
職
員
と
協
力

し
て
、
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者

の
救
済
を
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
23
年
１
月
１

日
よ
り
２
期
４
年
間
、
本
町
の
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
、
誠
意
を
も

ち
日
々
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
野
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
４

月
１
日
よ
り
、
新
た
に
西
川
町
内

会
の
澤
田
正
人
さ
ん
が
人
権
擁
護

委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　

尚
、
現
在
町
内
の
人
権
擁
護
委

員
は
、
次
の
方
々
で
す
。

○
美
葉
牛
町
内
会　

板
垣 

義
一

○
西
川
町
内
会　
　

澤
田 

正
人
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北
竜
町
ひ
ま
わ
り
長
寿
会
連

合
会
役
員
改
選
の
お
知
ら
せ

リ
サ
イ
ク
ル
品
を

抽
選
販
売

ひ
ま
わ
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

年
会
費
受
付

ちびっこひろば
　○日  時　５月17日（水）10:00～11:30

　　場  所　和保育所内　支援センター室

　　内  容　講話「生活リズム・

　　　　　　　　　トイレットトレーニング」

　○日  時　５月24日（水）10:00～11:30

　　場  所　和保育所

　　内  容　自由開放

ピカピカキッズ
　○日  時　５月12日（金）10:00～11:30

　　場  所　和保育所 

　　内  容　キッズエアロビクス

　　持ち物　水分・汗拭きタオル

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー３６７７

　

北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
で

は
、
再
利
用
可
能
な
も
の
を
簡
易

修
繕
清
掃
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
と

し
て
抽
選
販
売
し
ま
す
。

販
売
価
格　

２
０
０
円
～

抽
選
申
込

日
時　

５
月
17
日
～
５
月
23
日

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー

・
品
物
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
２

階
に
展
示
、
展
示
場
で
所
定
の
用

紙
に
記
入
し
て
申
込
く
だ
さ
い
。

　

(

※
郵
送
や
電
話
申
込
不
可
）

・
何
点
で
も
申
込
可
能
で
す
。

抽
選　

５
月
24
日(

水)

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

通
知

　

購
入
決
定
文
書
を
５
月
29
日
以

降
に
郵
送
し
ま
す
。

品
物
の
引
き
渡
し
日

　

６
月
４
日(

日)

　

午
前
９
時
～
正
午

　

代
金
を
支
払
い
、
各
自
で
搬
出
。

問
い
合
わ
せ
先

　

北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３
・
３
５
８
４

　

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
予
定

の
北
空
知
広
域
水
道
企
業
団
に
勤

務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員　

若
干
名

募
集
期
間

５
月
15
日(

月)

～
６
月
16
日(

金)

試
験
日
程

第
１
次　

７
月
９
日(

日)

第
２
次　

８
月
に
実
施
予
定

※
採
用
条
件
な
ど
募
集
の
詳
細
は

北
空
知
広
域
水
道
企
業
団
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

北
空
知
広
域
水
道
企
業
団
事
務
局

℡
３
５
・
１
８
７
８

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
季
節
が
到
来

し
ま
し
た
。
シ
ー
ズ
ン
中
に
プ
レ

ー
を
た
く
さ
ん
楽
し
む
方
に
は
、

お
得
な
年
会
員
登
録
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

お
申
込
み
受
付
は
、
ひ
ま
わ
り

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟(

℡

３
４
・
３
６
０
０)

で
行
っ
て
お
り

ま
す
。尚
、証
明
写
真
は
不
要
で
す
。

■
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
使
用
料
金

　

(

中
学
生
以
下
は
す
べ
て
半
額)

　

年
会
員
券　

１
２
，
０
０
０
円

　

大
人
１
日
券　
　
　

４
０
０
円

　

用
具
貸
出
料(

１
セ
ッ
ト)　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

　

こ
の
た
び
平
成
29
年
４
月
７
日

に
開
催
致
し
ま
し
た
総
会
に
お
き

ま
し
て
、
役
員
の
改
選
を
行
い
、

左
記
の
体
制
を
も
っ
て
本
会
の
運

営
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

■
会
長

　

北
清
昭
義
（
和
本
町
）

■
副
会
長

　

木
村
和
雄
（
岩
村
）

　

吉
田
保
弘
（
和
東
町
）

　

金
山
サ
ワ
（
和
町
）

■
監
事

　

佐
藤 

香
（
和
）

　

林 

良
一
（
美
葉
牛
）

■
理
事

　

村
井
宣
夫
（
碧
水
）・
前
田
博

之
（
古
作
）・
北
清
方
巳
（
共
栄
）・

宮
島
雅
亮（
板
谷
）・
川
本
敏
雄（
西

川
）・
中
村
静
雄
（
桜
岡
）・
木
村

正
直
（
和
町
）・
高
田
健
太
郎
（
三

谷
）・
平
井
和
子
（
共
栄
）・
吉
尾

廣
子
（
美
葉
牛
）・
河
合
清
子
（
和

東
町
）・
植
松
美
代
子
（
岩
村
）

５月の保健行事

すこやかセンター親子自由開放

 11日(木)10:00～16:00

　　　　 すこやかセンター

健康相談

 17日(水)10:00～11:00

　　　　 すこやかセンター

       　13:00～14:00

　　　　　碧水地域支え合いセンター

北
空
知
広
域
水
道
企
業
団

職
員
募
集
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北竜町の事件・事故の発生状況（3月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数事務所

荒らし
倉庫
荒らし

車上
狙い

軽油
灯油盗

その他 合計

平成29年 ０ ０ ０ ０ ０ ０

平成28年 ０ ０ ０ ０ ３ ３

人 身 事 故 物 損 事 故

平成29年 ０ 平成29年 11

平成28年 ２ 平成28年 34

平成29年 ０

平成28年 １

Ｄ
Ｉ
Ｇ
的
○
×
ク
イ
ズ

　

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
が
住

む
地
域
で
も
い
つ
災
害
が
起
き
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
と
き
に
役
立
つ
、
簡
単

な
○
×
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

問
題

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
直
近
で

地
震
に
遭
遇
…

Ａ　

火
災
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
か
ら

離
れ
る
。

Ｂ　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
敷
地

内
へ
避
難
す
る
。

答
え
は
22
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

●【
う
】ま
い
話
は
信
用
し
な
い
！

　

う
ま
す
ぎ
る
話
、
絶
対
も
う
か

る
話
な
ど
と
い
っ
た
も
の
に
は
、

大
き
な
落
と
し
穴
が
つ
き
も
の
で

す
！

●【
そ
】う
だ
ん
す
る
！

　

ひ
と
り
で
悩
ん
だ
り
、
判
断
し

た
り
せ
ず
、
家
族
・
知
人
・
相
談

機
関
に
相
談
を
！

●【
つ
】ら
れ
て
返
事
を
し
な
い
！

　
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
！

　

悪
質
業
者
は
言
葉
巧
み
に
「
す

ぐ
に
契
約
を
す
る
よ
う
に
」
迫
っ

て
き
ま
す
！

●【
き
】っ
ぱ
り
！
　
は
っ
き
り
！

　
断
る
！

　

曖
昧
な
返
事
は
せ
ず
、
キ
ッ
パ

リ
！
ハ
ッ
キ
リ
！
断
る
！

※
不
安
に
な
っ
た
り
、
被
害
に
あ

っ
た
と
き
に
は
、
警
察
本
部
や
警

察
署
の
窓
口
に
相
談
を
。

悪
質
業
者
は

「
う
・
そ
・
つ
・
き
」
で
す

自
動
車
税
は
５
月
31
日
が

納
期
限
で
す

　

自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の

登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
、
納

税
通
知
書
が
５
月
８
日
に
発
送
さ

れ
ま
す
。
使
用
し
な
い
自
動
車
は

登
録
を
抹
消
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
手
続
き

が
必
要
で
す
。

●
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　

→
深
川
道
税
事
務
所
及
び

　
　

運
輸
支
局
で
変
更
手
続
き
を

●
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

　

→
運
輸
支
局
で
移
転
登
録
を

●
自
動
車
を
廃
車
し
た
と
き

　

→
運
輸
支
局
で
抹
消
登
録
を

　

各
種
登
録
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://wwwtb.mlit.go.jp/

hokkaido/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
や
、
次
の
よ
う
な
と
き
は
、

深
川
道
税
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き

②
や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
一

括
納
付
が
困
難
な
と
き

問
い
合
わ
せ
先

　

空
知
総
合
振
興
局

　

深
川
道
税
事
務
所

　

℡
２
３
・
３
５
７
８

　工業統計調査は我が国の工業の実

態を明らかにすることを目的とした

統計法に基づく報告義務がある重要

な統計です。

　調査結果は中小企業施策や地域振

興などの基礎資料として利活用され

ます。調査時点は２９年６月１日です。

調査票へのご回答を

　　　お願いいたします。

経済産業省・北海道・北竜町

平成２９年
　工業統計調査を
　　　　　実施します
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北海道では、平成28年度から平成30年度まで北海道健康増進計画「すこ
やか北海道21」が目指す健康寿命の延伸及び健康格差の縮小を実現する
ために、行政・企業・関係団体等が連携して北海道全体で「北海道健康
マイレージ事業」を行っています。

●健康マイレージとは？

●参加方法

①北海道健康マイレージカードを入手する！

②健康づくり事業に参加し、ポイントシールをもらう！

③６ポイント貯めてカードを提出する！

※ポイントシールを紛失された場合は再発行できません。

　【　問い合わせ先　住民課保健指導係又は国保医療係　℡３４－２１１１　】

道民の皆さんの健康づくりに対する意識や取り組む意欲を高めてもらうことを目的に健康

づくりの取り組みをポイント化し、６ポイントで協賛企業から特典が交付されます。（達成

者が多数の場合は抽選になります。）　　　　　　　　　

■対象者　：　２０歳以上の北竜町民

■平成２９年度ポイント有効期限　：　平成３０年３月３１日

すこやかセンターで「参加登録申込書」を記入し、

カードをお受け取りください。

※１年度につき１人１枚です。他の人と共有できません。

６ポイントたまったカードをすこやかセンターに提出します。

道民の健康づくりを応援しようという協賛企業から特典商品が当たります。

※６ポイント達成者が多い場合は抽選になります。

特典商品のお届けは平成３０年５月以降となります。

事業名 ポイント数 その他

検
診
等

特定健診、職場の健診、
後期高齢者健診など

いずれかの受診で２ポイ
ント

健診結果をご持参の上、すこやか
センターにお越しください。
ポイントシールをお渡しします。胃・肺・大腸・前立腺・

子宮・乳がん検診
１健診につき２ポイント

エキノコックス健診
脳ドック
骨粗鬆症健診

健
康
づ
く
り
事
業

住民検診結果お返し会 １事業につき１ポイント 事業に参加したときに希望する方
にポイントシールをお渡しします。
事業に参加される際はポイント
カードをご持参下さい。

健康相談
ヘルシー講座
健康ナビ
メンタルヘルス講座
男の料理教室
まるごと元気教室

平成２９年度

北海道健康マイレージが始まりました！！
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日
頃
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、

本
土
地
改
良
区
の
運
営
、
維
持
管

理
、
事
業
推
進
に
あ
た
り
特
段
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
異
常
と
も
い
え
る
暖
冬

で
融
雪
が
進
み
、
山
の
積
雪
に
頼

っ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
夏
の

用
水
量
の
確
保
が
非
常
に
心
配
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

交
代
水
等
も
予
想
さ
れ
る
為
、
組

合
員
の
皆
様
の
特
段
の
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
組
織
認
可
よ

り
１
０
０
年
を
迎
え
、
12
月
１
日

に
は
北
竜
土
地
改
良
区
創
立
１
０

０
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
す
べ

き
こ
の
大
き
な
事
業
に
携
わ
れ
た

こ
と
を
誇
り
に
思
い
つ
つ
先
人
達

が
築
き
あ
げ
た
こ
の
歴
史
に
心
か

ら
感
謝
と
敬
意
を
捧
げ
、
地
域
の

宝
で
あ
る
水
、
農
地
を
将
来
に
向

か
っ
て
守
り
、
地
域
事
業
の
振
興
、

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
新
た
に

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
昨
年
の
道
営
土
地
改
良
事

業
で
あ
り
ま
す
が
、
収
穫
後
の
連

日
の
降
雨
、
早
い
降
雪
に
よ
り
一

部
工
事
が
繰
越
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
度
の
営
農
に
支
障
の

な
い
よ
う
万
全
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。

　

本
年
度
の
国
の
農
業
農
村
整
備

予
算
は
平
成
28
年
度
補
正
予
算
で

１
，
７
５
２
億
円
、
平
成
29
年
度

の
当
初
予
算
で
４
，
０
２
０
億
円
、

合
わ
せ
て
５
，
７
７
２
億
円
が
計

上
さ
れ
、
平
成
21
年
度
予
算
水
準

ま
で
回
復
し
ま
し
た
。「
戦
う
土

地
改
良
」
を
合
言
葉
に
全
国
的
な

要
請
運
動
の
成
果
が
出
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

本
年
度
の
道
営
事
業
予
算
は
、
北

北竜土地改良区
ほくりゅう

北竜土地改良区

理事長 近江 博信

竜
土
地
改
良
区
全
体
と
し
て
約
14

億
円
程
の
予
算
配
分
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
道
営
水
利
施

設
整
備
和
地
区
、
農
地
整
備
事
業

北
竜
北
、
北
竜
北
西
、
渭
の
津
地

区
、
北
竜
南
２
地
区
の
継
続
施
工

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
各
期
成
会
、

関
係
組
合
員
の
御
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

更
に
今
年
は
、
基
盤
整
備
を
円

滑
に
行
う
た
め
の
土
地
改
良
制
度

の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
予
算
獲

得
と
合
わ
せ
上
部
関
係
団
体
と
一

体
と
な
り
、
要
請
活
動
を
行
い
、

良
い
成
果
を
上
げ
れ
る
様
、
努
力

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
担
い
手

の
減
少
、
高
齢
化
、
減
反
政
策
の

見
直
し
等
、
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
経
費
の
節
減
、
積
立

金
の
効
率
的
運
用
、
中
心
経
営
体

農
地
集
積
促
進
事
業
に
取
組
み
、

組
合
員
の
負
担
軽
減
に
役
職
員
一

致
協
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
、
特
段
の
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
29
年
が

最
良
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
御

祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

本
年
度
予
算
を
通
常
総
会
で
可
決

予
算
総
額
５
４
８
，
９
５
１
千
円

10
ア
ー
ル
当
賦
課
金
７
，
９
０
０
円

道営土地改良事業について
農地整備事業 経営体育成型

水利施設整備事業

地区名 工期 平成29年度事業費 事業費総額

北竜北 平成23～31年度 545,000千円 3,425,000千円

北竜北西 平成24～31年度 386,000千円 2,182,000千円

渭の津 平成24～31年度 123,000千円 1,419,000千円

北竜南2 平成27～35年度 222,000千円 3,033,000千円

北竜南1（予定） 平成30年採択予定 2,800,000千円

地区名 工期 平成29年度事業費 事業費総額

和 平成25～29年度 116,700千円 415,000千円



15 平成２９年５月号

　本年度の通常総会が去る３月２１日公民館大ホールにおいて開催され、議長に川本和幸氏、

議事録記名人に道下 浩 氏、高田 昌幸 氏をそれぞれ選任して別掲のとおり全議案が可決

されました。

平成２９年度通常総会で収入支出予算などを可決

次ページへ続く。

議案 件名 内容 結果

第１号 北竜土地改良区規約
の一部変更について

規約の関係条文を一部変更するもの。 原案
可決

第２号

平成28年度　積立金
会計繰入額の一部変
更について

同

第３号
平成28年度会計　収
入支出第２回補正予
算について

既定補正予算額より２４，９３２千円を減額し、第２回補正予算額を５５８，４５２千
円とするもの。 同

第４号 平成29年度　事業計
画について

平成29年度の事業計画を説明するもの。 同

第５号

土地改良財産の処分
について

同

積立金の種類 金額 付記

中心経営体農地集積促進事
業積立金繰入金 80,000 事業費充当の為

記念事業準備積立金繰入金 1,211,327
（1,210,000）

創立100周年記念式開催に
よる記念事業充当の為

（積立金解約による変更）

所在 現況地目 面積（㎡） 単位
（㎡当り／円）

譲渡先 摘要

雨竜郡雨竜町字
渭の津130番地100の内 用悪水路 約86.69 58 藤江準也 有償

雨竜郡雨竜町字
渭の津130番地108の内 用悪水路 約70.15 58 藤江準也 有償

雨竜郡雨竜町字
渭の津130番地175の内 用悪水路 約21.87 58 藤江準也 有償

雨竜郡雨竜町字
渭の津130番地176の内 用悪水路 約22.23 58 藤江準也 有償

所在 地目 面積（㎡） 譲渡先 摘要

雨竜郡雨竜町字
渭の津355番地9の内 田 210.98 志部谷恒夫 無償

所在 地目 面積（㎡） 譲渡先 摘要

雨竜郡雨竜町字
渭の津131番地349の内 宅地 37.58 宮崎清人 無償

所在 地目 面積（㎡） 譲渡先 摘要

雨竜郡雨竜町字
渭の津74番地60の内 田 72.34 藤江秀俊 無償

所在 地目 面積（㎡） 譲渡先 摘要

雨竜郡雨竜町字
渭の津355番地25の内 用悪水路 201.76 志部谷恒夫 無償

所在 地目 面積（㎡） 譲渡先 摘要

雨竜郡雨竜町字
渭の津131番地354の内 用悪水路 50.02 宮崎清人 無償

所在 地目 面積（㎡） 譲渡先 摘要

雨竜郡雨竜町字
渭の津74番地61の内 用悪水路 129.62 藤江秀俊 無償

※（　　）については変更前の額

１．道営土地改良事業　渭の津地区において次の土地改良施設用地を処分する。

２．道営土地改良事業　渭の津地区において次の土地改良施設用地を交換する。

①

②

③

◇譲受

◇譲受

◇譲受

◇譲渡

◇譲渡

◇譲渡
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議案 件名 内容 結果

第５号

土地改良財産の処分
について

同

第６号
北竜土地改良区　会
計細則の一部変更に
ついて

会計細則の関係条文を一部変更するもの。
同

第７号
北竜土地改良区　諸
規程の一部変更につ
いて

諸規程の関係条文を一部変更するもの。
同

第８号

道営土地改良事業
分担金納入について

同

第９号
平成29年度　農林漁
業資金借入について

土地改良事業費の一部を日本政策金融公庫より借入するもの。
　　　本年度借入額　　　１６２，９３２千円 同

第10号
平成29年度　農家負
担金軽減支援対策資
金の借入について

同

第11号

平成29年度　土地改
良負担金償還平準化
資金の借入について 同

第12号
中心経営体農地集積
促進事業（通年施行）
の実施について

同

第13号

平成29年度　積立金
の会計繰入について

同

第14号

平成29年度　賦課金
の徴収率及び徴収額
並びに時期方法につ
いて

賦課基準日　５月１日
◇経常賦課金　　　　　　　　　　
　・維持管理　10ａ当り　甲地区　7,900円
                        Ａ地区　　830円

　・維持管理（北竜北地区、北竜北西地区、北竜南２地区）
　　（中心経営体農地集積促進事業）      10ａ当り  甲地区　27,450円
　　北竜北地区、北竜北西地区、北竜南２地区　61,000円（45％）　※２期分で徴収　
　
　　徴収率　　第一期 ３０％　　第二期　７０％

　　徴収時期　第一期 納入通知 　６月１５日　  第一期 納入通知 　　７月３１日
　　　　　　　第二期 納入通知 　６月１５日　  第二期 納入通知   １１月１５日

　　徴収方法　　　組勘、普通預金、現金にて徴収する。

◇特別賦課金　　地区ごとに事業費割、地積割で賦課する。
　　徴収時期　納入通知　６月１５日　　　納入期限　１１月１５日
　　徴収方法　組勘、普通預金、現金にて徴収する。　

同

第15号
平成29年度　加入金
の徴収について

　10a当り　　20,000円
　徴収期日　納入通知書に記載された期日とする。 同

第16号
平成29年度　決済金
の徴収について

　10a当り　　甲地区　　100,110円
  　　　　　 Ａ地区　　　　830円
　徴収期日　納入通知書に記載された期日とする。

同

第17号
平成29年度　役員報
酬の決定について

平成29年度　役員報酬の決定をするもの。
同

第18号
平成29年度　一時借
入金借入先最高限度
額の決定について

運営並びに事業経理資金として、一時借入金、借入先、最高限度額を決定するもの。
　　きたそらち農業協同組合北竜支所　外２金融機関
　　最高限度額　　　８０，０００千円

同

第19号 平成29年度会計　収
入支出予算について

平成29年度の会計予算額を５４８，９５１千円とするもの。 同

所在 地目 面積（㎡） 譲渡先 摘要

雨竜郡雨竜町字
渭の津130番地120他4筆 宅地外 約307.28 藤江秀俊 有償

所在 地目 面積（㎡） 譲渡先 摘要

雨竜郡雨竜町字
渭の津130番地108 用悪水路 約825 藤江秀俊 有償

事業名 道営土地改良事業

地区名 北竜南１

負担予定額 道営事業費の５０％

納入期限 北海道が指定する期日とする

事業名(地区名) 道営土地改良事業(北竜北、北竜北西、渭の津、北竜南２)

補助率 事業費の５５％

地区名 借入額 利率
和地区 道営土地改良事業 12,156,000 無利子

地区名 借入額 利率
雨竜川中央北竜 53,800,000 無利子

積立金の種類 金額 付記
中心経営体農地集積促進事業積立金繰入金 227,000 事業費充当の為

役員退任功労積立金繰入金 4,918,000 役員退任に伴う退任功労金

④ ◇譲受

◇譲渡

土地改良負担金償還平準化資金を借入するもの。
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科目 予算額 比率 農林漁業資金 一般賦課金 10a当 特別賦課金 その他

運
営
費

一般管理費 68,261,000 12.4% 63,143,000 2,461
200,000

4,918,000
雇用保険他
役員退任繰入

営造物管理費 42,650,000 7.7% 42,150,000 1,643 500,000 排水町負担分

選挙費 100,000 0.1% 100,000 4

諸税及負担金 17,930,000 3.2% 2,926,000 114 15,004,000 町負担分

繰出金 19,540,000 3.5% 18,254,000 712
384,000
227,000
675,000

利子収入
中心経営体繰入
職員貸付金収入

諸支出金 1,510,000 0.3% 1,510,000 59

事業推進費 50,000 0.1% 50,000 2

小計 150,041,000 27.3% 128,133,000 4,995 21,908,000

事
業
費

適正化事業費 301,000 0.1% 301,000 12

調査設計費 1,000,000 0.2% 1,000,000 39

基幹水利施設管
理事業費

6,087,000 1.1% 6,087,000 受託金

災害復旧事業費 1,000 1,000

補償工事費 1,000 1,000

小規模土地改良
事業費

1,000 1,000

土地利用調整推
進事業費

500,000 0.1% 225,000 9 275,000 補助金

中心経営体農地
集積促進事業

18,505,000 3.4% 6,039,000 235 12,466,000 補助金他

非補助事業費 1,000 1,000

調査設計等受託
費

2,620,000 0.5% 2,620,000 受託金

国営造成管理受
託事業費

714,000 0.1% △11,086,000 △432 11,800,000 補助金他

国営造成施設管
理工事費

1,000 1,000

農業水利施設保
全事業

1,000 1,000

管理省力化施設
整備事業

1,000 1,000

道営事業分担金 175,088,000 31.8% 175,088,000

償還金 116,589,000 21.2% 80,036,000 3,120 12,337,000 24,216,000 平準化・担い手支援

償還平準化資金
元金

30,800,000 5.6% 30,800,000 平準化借入金

繰上償還金 10,240,000 1.9%
5,000,000
5,240,000

任意繰上償還金
経営安定緊急支援

水田畑作支援資
金償還金

19,536,000 3.6% 13,431,000 523 6,105,000

予備費 16,923,000 3.1% 16,923,000 660

小計 398,910,000 72.7% 175,088,000 106,876,000 4,166 18,442,000 98,504,000

合計 548,951,000 100.0% 175,088,000 235,009,000 9,161 18,442,000 120,412,000

平成29年度　財源調書

科目 予算額 10a当 附記

経常賦課金 208,695,000 8,135 促進費分含

使用料 828,000

 26,314,000
助成金 420,000

前年度繰越金 25,000,000

諸収入外 66,000

合計 235,009,000 9,161

1,026
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届け出をお願いします！

子供たちを水難事故から守ろう！

水路等にごみを捨てないで！

組合員の資格に変更があった場合 農地を転用する場合

・組合員の死亡により、農地を相続した場合

・住所や組合員名を変更する場合

・農地の売買、贈与、交換等で名義変更があった場合

・農業者年金を受けるため経営移譲した場合

・農地を宅地等の農地以外に転用する場合

・農地が道路等の公共工事で買収された場合

　農業委員会、農協、役場で手続きを行っても、

　土地改良区に届け出がなければ台帳等の修正は行われませんのでご注意ください。

　各種届出様式は土地改良区で準備しておりますので印鑑等をご持参の上、手続きをお願いします。

農地を転用する場合、決済金がかかります

●農地転用申請と決済金の納付がない限り、土地改良区の土地台帳から賦課面積を削除できませんので、

毎年そのまま賦課金がかかります。

●水田を宅地等に変更する場合、本土地改良区の意見書が必要ですが、交付されるまで現地調査等の事務

手続きに一週間前後の日数を頂きますので余裕を持って申請してください。

●公共道路の転用申請の場合、事業主体との説明会・用地買収・ 契約調印の際は、転用申請、転用決済

金等の問題も十分協議し、必ず土地改良区へ申請するようにお願いします。

　今年も通水時期に入り、用排水路に一斉に水が入り満

水状態になります。当区としても事故防止に万全を期し、

色々な啓蒙活動を展開しておりますが、町民の皆様の御

協力や注意が無ければ事故を防ぐことが出来ません。そ

こで保護者の皆様にお願いします。ダム、頭首工、用排

水路などの危険な場所には子供さん達を絶対に近づけな

い様、事故防止啓発方宜しくお願いします。

　用水路等にビニール、汚物等｢ゴミ｣を投げ込まれます

と、通水に支障をきたすだけでなく下流の方に大変迷惑

をかけると共にサイフォンの呑口でスクリーンに集中し

ますと、水路があふれ農作物被害、あるいは崩壊による

災害の恐れもございますので、絶対に投げ込まないよう

御協力宜しくお願いします。
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北竜土地改良区機構図
平成２９年４月１日現在  

 ４月２９日～５月７日  
　　第１７回お買い物ラリー　開催
　雨竜・北竜各道の駅売店で５００円以上のお買い物をして

　　ラリーに応募しましょう。抽選で両駅の特産品ＳＥＴをＧＥＴ！

 

 ５月３日～５日  
　　ちびっこ入浴無料Day's　開催

子供入浴料通常250円が３日間無料！（小学生まで）
　　おじいちゃん・おばあちゃん、お孫さんを誘ってくつろぎませんか

　　　　　　　　　　　　　　　　【サンフラワーパーク北竜温泉　℡３４－３３２１】
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春
、
到
来
。
九
州
出
身
の
僕
か

ら
す
る
と
北
海
道
の
春
は
一
瞬
で

す
。
九
州
で
は
４
月
の
お
花
見
は

夜
桜
中
心
で
し
た
。
丁
度
よ
い
涼

し
さ
で
お
酒
も
進
ん
だ
も
の
で
す
。

北
海
道
で
夜
桜
見
物
を
す
る
な
ら
、

ス
キ
ー
服
と
炭
火
、
そ
れ
か
ら
も

う
、
一
つ
我
慢
が
必
要
で
す
ね
。

　

今
年
の
雪
解
け
は
早
か
っ
た
よ

う
で
す
。
お
天
気
も
良
か
っ
た
の

で
農
家
の
方
は
一
生
懸
命
に
仕
事

を
さ
れ
た
よ
う
で
す
。（
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
す
）

　

そ
ん
な
事
で
、
随
分
疲
れ
も
蓄

積
し
た
よ
う
で
す
。

　

田
植
え
と
稲
刈
り
は
忙
し
い
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時

期
の
除
雪
や
ハ
ウ
ス
建
て
も
お
話

を
聞
く
と
重
労
働
の
よ
う
で
す
。

　

風
邪
を
ひ
い
た
り
、
疲
れ
が
た

ま
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
を

持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

や
は
り
体
力
低
下
し
た
時
に
は
、

体
の
弱
い
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
の

で
す
ね
。
普
段
な
ら
気
に
し
な
い

よ
う
な
症
状
も
免
疫
力
低
下
で
出

て
き
て
、
新
た
な
病
気
を
発
見
さ

れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

農
家
の
お
仕
事
は
大
変
で
す
ね
。

僕
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
肉
体
労
働

は
基
本
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
で
も

大
雪
が
続
い
た
時
の
マ
マ
さ
ん
ダ

ン
プ
で
の
雪
ハ
ネ
は
ツ
ラ
か
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
疲
労
が
蓄
積

し
体
が
重
い
起
床
、
窓
の
外
の
暗

闇
の
中
の
吹
雪
、
運
び
出
し
て
も

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
積
雪
、
あ
あ
、

思
い
出
し
て
も
ぞ
っ
と
し
ま
す
。

　

あ
の
感
覚
が
ず
っ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
が
農
繁
期
と
言
わ
れ
る

時
期
に
続
く
と
思
う
と
、
農
家
の

方
々
の
根
性
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

毎
年
、
毎
年
ご
苦
労
様
で
す
。

ん
？
毎
年
？
そ
う
毎
年
で
す
よ
ね
。

　

春
先
に
重
労
働
が
待
っ
て
い
る

っ
て
わ
か
っ
て
い
る
っ
て
こ
と
で

す
よ
ね
。
ん
？
な
ら
ば
、
少
し
準

備
で
き
そ
う
で
す
ね
。

　

い
つ
も
こ
の
話
に
な
る
と
例
え

る
の
で
す
が
、
プ
ロ
野
球
選
手
は

秋
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
が
終
わ
る
と

オ
フ
で
す
。（
秋
季
キ
ャ
ン
プ
な

ん
て
あ
る
よ
う
で
す
が
若
手
中
心

で
ス
タ
ー
選
手
は
休
養
の
方
も
多

い
よ
う
で
す
）

　

北
海
道
の
農
家
さ
ん
と
似
て
い

ま
す
ね
。
ま
あ
農
家
さ
ん
の
方
が

も
う
少
し
長
く
仕
事
を
し
ま
す
が
。

大
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
（
オ
フ
）

は
ゆ
っ
く
り
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
年
の
疲
れ
と
故
障
を
癒
し
た

り
し
ま
す
。
し
っ
か
り
と
治
し
て

く
だ
さ
い
。
で
も
プ
ロ
野
球
選
手

は
年
越
し
前
か
ら
自
前
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
開
始
し
体
を
作
り
、
２

月
か
ら
は
全
体
で
春
季
キ
ャ
ン
プ

が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
本
番
前
に

オ
ー
プ
ン
戦
で
練
習
を
し
て
い
ざ

本
番
と
な
り
ま
す
。
約
７
か
月
ほ

ど
の
長
丁
場
で
す
。

　

プ
ロ
野
球
選
手
も
肉
体
労
働
者

で
す
。
疲
れ
て
成
績
が
悪
く
な
れ

ば
お
給
料
に
も
響
き
ま
す
し
、
下

手
す
る
と
ク
ビ
で
す
。
ま
た
ケ
ガ

し
て
も
同
様
で
す
。
華
や
か
に
見

え
て
も
厳
し
い
世
界
で
す
ね
。

　

農
家
の
方
々
も
同
じ
よ
う
に
冬

場
に
疲
れ
や
故
障
を
治
し
、
体
力

低
下
を
防
ぎ
、
来
る
べ
き
新
シ
ー

ズ
ン
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
方

は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

先
生
。
見
た
の
か
？

ん
？
い
る
と
思
い
ま
す
。
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。
ほ
ら
頷
い
た

方
が
い
ま
す
よ
。

あ
れ
？
で
も
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
て
首

を
横
に
振
っ
た
方
も
多
い
な
。

　

大
変
で
し
ょ
う
が
、
ご
自
愛
し

つ
つ
無
理
せ
ず
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。（
難
し
い
注
文
で
す
ね
）

北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　５月１０日(水)、３１日(水)は、午後２時より浦本先生が深川市において介護認

定審査会に出席のため、午後より休診となります。午前中は診察を行っています。

のう か

がんばる農家

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２２５
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　・本で床は抜けるのか　　　　　　　　　　 西牟田 靖

　・一目置かれる大和言葉の言い回し　　　　 山岸 弘子

　・わかったさんのプリン　　　　寺村 輝夫／永井 郁子
　　　他多数の新刊が入りましたのでお知らせします。

図書館から新刊のお知らせ

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

5/2 （火）子どもの日の集い 和保育所 10:00～

5/7 （日）北竜町パークゴルフ協会長杯ＰＧ大会 ひまわりＰＧ場 8:15～

5/11 （木）親子自由開放 すこやかセンター 10:00～

5/12 （金）真竜小学校遠足 町内 9:00～

5/13 （土）第37回全日本バレーボール小学生深川大会 深川市総合体育館 9:00～

5/14 （日）北竜町ＮＰＯひまわりＰＧ大会 ひまわりＰＧ場 8:30～

5/15 （月）ジュニア体験農園 真小グラウンド横 9:00～

5/17 （水）
北竜町開拓記念式
並びに功労者表彰式

開拓記念碑前・
老人福祉センター

10:30～

5/17 （水）ちびっこ広場[子育て講話] 子育て支援センター 10:00～

5/18 （木）ひまわり大学入学式 公民館 10:00～

5/21 （日）
サンフラワーパーク北竜温泉杯
ＰＧ大会

ひまわりＰＧ場 8:30～

5/26 （金）北竜中学校校内陸上記録会 北中グラウンド 8:40～

5/26 （金）和保育所　春の遠足 和公園 10:00～

5/27 （土）
こどもと高齢者のふれあい事業
[開講式・農園種まき]

ふれあい農園 9:30～

5/28 （日）北竜町長杯ＰＧ大会 ひまわりＰＧ場 8:15～

生涯学習カレンダー

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間
5月1・8・15・22・29日／6月5日（毎週月曜日）

　火～土曜日 9:00～18:00 日曜日 9:00～17:00

北竜町教育委員会

　３月１６日にひまわり大学の卒業式・謝恩会を実

施しました。今年度は４４名の学生が入学され、４

０名が卒業、うち１０名が皆勤賞を受賞されました。

　卒業式後の謝恩会では、大正琴クラブによる４曲

の演奏とカラオケクラブによる歌声が披露され、会

場は大いに盛り上がりました。

ひまわり大学卒業式・謝恩会の実施

　２月２１日・３月２日・９日の３日間、岩見沢市

在住のにちおん歌謡学院　河岸利喜雄氏を講師に迎

え、４曲の課題曲について指導していただきました。

　教室では、ＣＤの歌声に合わせて歌ったり、特徴

をしっかりと掴んで同じように歌ってみるという方

法を取るなど、カラオケの基礎を重点的に学びまし

た。最後には、河岸氏に歌声を披露していただき、

とても充実した教室となりました。

生きがいセミナー「カラオケ教室」の実施

　３月２３日に図書館において、子育て支援セン

ターの大友優子氏を講師にお招きし、絵本の読み聞

かせ教室を実施しました。

　教室では、絵本の読み聞かせのほかに、年齢別に

おすすめの絵本を詳しく紹介していただくなど、親

子で楽しめる教室となりました。

絵本の読み聞かせ教室の実施

　３月２７日～２９日の２泊３日の日程で、中学生

を対象とした北空知シニアリーダー研修会（ステッ

プアップ研修会）と、３月２８日～２９日の１泊２

日の日程で小学４～６年生を対象とした１市５町合

同リーダー養成講習会がネイパル深川で実施され、

北空知に住む小学生と中

高生３８名が集まり、北竜

町からは中学生５名、小学

生７名が参加しました。

　研修会では、各市町から

集まった子ども達が４つ

の班にわかれ、スポーツや

レクリエーションなど

様々なプログラムを体験

し、他市町の児童・生徒と

交流を深めていました。

北空知シニアリーダー研修会 及び
1市5町合同リーダー養成講習会の実施
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まちの動き
４月１日現在（前月比）

世帯数　８４９世帯(±０)

 人口 １, ９４３人(－10)

　男　　　９２６人(－３)

　女　１, ０１７人(－７)
（外国人含）

Ｄ
Ｉ
Ｇ
的
○
×
ク
イ
ズ 

答
え

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
丈
夫
な

構
造
で
安
全
。
阪
神
淡
路
大
震
災

で
も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
か
ら
の

出
火
は
一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

答
え　

Ｂ

五
穀
請
う
男
一
途
や
雪
解
川
　
　
　
　
　
　
　
山
本
玲
子

雪
吊
を
解
き
た
る
癖
へ
日
が
均
す
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

逆
上
が
り
苦
手
な
母
子
山
笑
う
　
　
　
　
　
　
吉
尾
広
子

除
雪
機
で
狼
煙
あ
げ
た
り
農
継
ぐ
と
　
　
　
　
山
岸
正
俊

か
の
谷
間
妣
が
居
そ
う
な
水
芭
蕉
　
　
　
　
　
山
下
好
晴

春
を
呼
ぶ
村
一
色
に
融
雪
剤
　
　
　
　
　
　
　
佐
光
久
美
子

九
天
の
雫
と
な
り
て
な
る
浅
し
　
　
　
　
　
　
杉
本
隆
文

晴
天
に
恵
ま
れ
雪
解
早
き
か
な
　
　
　
　
　
　
高
田
紀
子

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

岩
村　

垣
原 

寿と
し
あ
き章  

く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
月
16
日
）

　
　
　
　
　

智
章
さ
ん
・
彩
さ
ん

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

岩
村　

 

植
松 

ミ
ノ
ヱ 

氏 

86
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
月
27
日
）

共
栄　

 

髙
田 　

茂   

氏 

100
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
２
日
）

和
本
町 

谷
本 

千
江
子 

氏 

93
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

（
４
月
８
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　

岩
村　
　

植
松 
信
男　

 

様

　
　

共
栄　
　

髙
田 
幸
男 　

様

　
　

桜
岡　
　

谷
本 

明　
　

 

様

寄
付

　

永
楽
園
へ

　
　

三
谷　
　

村
上 

光
浩 　

様

　
　

共
栄　
　

髙
田 

幸
男 　

様

　北竜町では「太陽を味方に付けたまち」として、住宅に太陽光発電システム
を設置する場合、その費用の一部を助成する制度があります。

○補助金額

・１ｋｗ当たり７万円（上限２１万円）

○申込方法

　交付要綱（建設課にあります。町のホームページでも入手できます）を

ご覧になり、必要書類を役場建設課に提出願います。

○申込期間（平成２９年度）

　平成２９年５月１日から１２月２０日まで

※町のホームページで、町内での過去の発電実績を公表していますので是非ご覧ください。

問い合わせ先：建設課建築住宅係　℡３４－２１１１

北竜町住宅用太陽光発電システム設置補助金の
平成２９年度分の受付を開始します



23 平成２９年５月号

たかはた ゆい

髙畑 結愛 ちゃん

警察官

あさの

浅野 ひなた ちゃん

動物園の人

 さとう るきあ

佐藤 琉葵 くん

キュウレンジャー

  こすが はるき

小菅 陽貴 くん

電車の運転手さん

 たむら そうた

田村 颯大 くん

キュウレンジャー

 つじ まさと

辻 優翔 くん

お米のお仕事

   おおい なるは

大井 成蓮 くん

ゲームクリエイター

 ふくだ

福田 あず ちゃん

警察官

まつもと りょうが

松本 涼雅 くん

キュウレンジャー

ふかせ しゅんすけ

深瀬 舜介 くん

警察官

よしだ しおり

吉田 汐里 ちゃん

プリキュア

ぼくたちわたしたち将来の夢
和保育所のひまわり組の１１名に将来の夢をインタビュー
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ひ 

な

井
沼 

陽
菜 

ち
ゃ
ん

平
成
28
年
４
月
９
日
生
ま
れ

        

あ
い
り

浅
野 

愛
莉 

ち
ゃ
ん

平
成
28
年
４
月
21
日
生
ま
れ

        

福
田 

あ
も 

ち
ゃ
ん

平
成
28
年
４
月
26
日
生
ま
れ

父　

井
沼　

大
地  

さ
ん

母　
　
　

  

瞳　
　

さ
ん

父　

浅
野　

義
春  

さ
ん

母　
　
　

  

香
織  

さ
ん

父　

福
田　

琢　

   

さ
ん

母　
　
　

  

あ
ゆ
み 

さ
ん

マ
マ
と
お
菓
子
が
大
好
き
な
陽

菜
ち
ゃ
ん
で
す
。

お
姉
ち
ゃ
ん
達
は
愛
莉
が
大
好

き
。
笑
顔
が
可
愛
い
わ
が
家
の

ア
イ
ド
ル
で
す
♡

ち
ょ
っ
と
や
ん
ち
ゃ
な
あ
も
だ

け
ど
、
お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
。

仲
良
し
で
い
て
ね
。

５月の町長室開放デーは、１２日（金）、２３日（火）です。
午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

佐野町長とのふれあいプロジェクト


